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研究目的 

本研究は，心身のストレスにより器質的な異常がないのに身体や顔面・口腔内の痛

み・違和感を主訴とする「身体表現性障害」患者の脳活動・自律神経活動データに対し

て機械学習の手法を適用し，これまで患者の主観に頼らざるを得なかった「痛み」や

「違和感」の感覚を数値的な指標として可視化する診断支援システムを開発する。 

本開発システムにより，痛みや違和感が簡便かつ定量的に評価され，身体表現性障害

の軽減に有効とされる行動療法やカウンセリングの効果を医師と患者双方へ客観的に

フィードバックすることが可能になれば，長期間のドクターショッピングや不必要な対

処療法を回避し，医療費の削減と健康福祉の増進に大きく貢献することができる。 

研究内容 

本研究は，精神医学，心療歯科学，脳機能計測工学分野の研究者の有機的な連携関係

のもとに行われている。脳活動を簡便かつ高い時間分解能で捉える光トポグラフィ(Ｎ

ＩＲＳ)と，ストレス状態の指標となる自律神経機能検査により，（１）人工的咬合違

和感（歯のかみ合わせの違和感）を作成した健常ボランティアと，（２）口腔顔面疼痛

または咬合違和感を主訴とする患者ボランティアの脳・自律神経活動を計測する。 

咬合違和感が実験的もしくは治療により軽減・解消した前後で計測を行い，痛みや違

和感の増減にともなって変化する脳・自律神経機能の特徴量を取得する。これらの特徴

量を言語処理やビジネスの信用リスク予測などの分野で応用されている機械学習によっ

てモデル化し，目に見えない「痛み」や「違和感」を数値的な指標として評価・提示す

る実用的な診断システムの開発を目指している。 

用  途 心的な痛みの客観的診断，バイオフィードバック療法 
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